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　１２月７日から２２日まで１２月定例議会が行われました。今議会に
市長が示した機構改革案については、スポーツ施策の位置づけを再検討
するよう求め、態度表明が求められたため反対しました。
　一般質問は吉岡議員が「高齢者保健福祉計画について」「子育て支援に

ついて」、赤松議員が「地震、津波、海に浮かぶ２つの原子炉事故から市
民の生命と財産を守るために」（裏面を参照）、高野議員が「住宅リフォー
ム助成制度の創設について」行い（下記）、様々な市民要求や市政の諸課
題について取り組みました。

　

い
ま
全
国
各
地
で
、
震
災
か
ら
の
復

興
、
原
発
か
ら
の
撤
退
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、

基
地
問
題
な
ど
、
様
々
な
課
題
で
「
一

点
共
闘
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
で
も
党
派
を
こ
え
た
共
同
が
発

展
し
て
お
り
、
産
業
振
興
、
ご
み
問
題
、

憲
法
・
平
和
の
分
野
な
ど
様
々
な
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
大
政
党
」
へ
の
不
信
が
広
が
り
、

存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、
党
派

の
垣
根
や
政
治
的
立
場
を
こ
え
た
共
同

が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
に

日
本
社
会
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
か

の
裏
返
し
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
日
本
共
産
党
が
筋
を

通
し
な
が
ら
も
柔
軟
な
姿
勢
で
、
広
範

な
人
々
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
、

市
政
も
国
政
も
前
進
さ
せ
て
い
く
た
め

に
全
力
で
頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高野　洋一小田嶋　敏浩赤松　正博吉岡　和江

防災・福祉のまちづくり、地域経済を元気に
　

高
野
議
員
は
、
12
月
議
会
の

一
般
質
問
で
、
経
済
団
体
や
関

係
業
者
・
市
民
と
連
携
・
共
同

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
」
つ
い
て
質
問
し
、
来
年
度

か
ら
の
実
施
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

住
宅
の
長
寿
命
化
に
加
え
、

地
域
の
経
済
振
興
に
も
一
定
の

効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
が

実
施
計
画
で
、
来
年
度
の
制
度

創
設
（
実
施
は
６
月
か
ら
の
予

定
）
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
よ
る

貴
重
な
成
果
で
す
が
、
予
算
規

模
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
他
市
の
先
進
事
例
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
市
民
が
使
い

や
す
く
効
果
的
な
制
度
設
計
に

な
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
内
業
者
の
工
事
を
対
象

　

助
成
対
象
は
、
住
宅
本
体
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
市
内
業
者

が
行
う
場
合
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
市
の
検
討
状
況
で

は
、
10
万
円
以
上
の
工
事
に
対

し
、
一
律
５
万
円
を
助
成
し
ま

す
。

　

工
事
内
容
は
、
耐
震
改
修
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
ま
わ
り
、
塗
装
・
畳
・

雨
ど
い
の
修
理
な
ど
広
範
囲
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
予
定
で
す
。

利
用
し
や
す
い
制
度
に

　

申
請
は
で
き
る
だ
け
簡
易
に

し
、
業
者
の
代
行
申
請
を
認
め

る
な
ど
利
用
し
や
す
い
制
度
に

な
る
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
効
果
的
な
制
度

づ
く
り
に
む
け
て
、
関
係
団
体

な
ど
と
の
協
議
を
行
う
た
め
、

実
施
は
６
月
か
ら
に
な
る
予
定

で
す
。市
民
へ
の
十
分
な
広
報
・

周
知
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

議
員
の
任
期
も
２
年
半
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

党
議
員
団
が
求
め
て
き
た
課
題

の
う
ち
、
実
現
し
て
き
た
も
の

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

市
民
の
運
動
や
他
会
派
と
も

相
ま
っ
た
取
り
組
み
な
ど
に
よ

っ
て
実
現
し
た
施
策
で
す
。

高野洋一議員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

来年開設予定の特養ホーム（関谷）

＜今期に実現した主な施策＞

○ 行政防災無線の増設（長谷・坂ノ下など６カ所）
○ 岩瀬下関地区防災公園の整備（広場の公有地化）
○大船駅西口公共広場・歩行者デッキ等の整備
○山ノ内西瓜が谷緑地の買収・保全
○ 開発手続基準条例の改正（小規模連鎖開発規制等）
○墓地など特定土地利用に係る手続基準条例の新設
○携帯電話中継基地局の設置等に係る条例の新設
○特別養護老人ホームの増設（関谷など）
○第一小学校区の子どもの家・子ども会館の移転
○深沢小学校区の子どもの家・子ども会館の移転



　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
津

波
の
浸
水
予
測
を
再
検
討
し
て

い
た
神
奈
川
県
は
、こ
の
ほ
ど
、

鎌
倉
市
で
最
大
波
高
14
・
４
ｍ

な
ど
と
す
る
素
案
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
立
っ
た
赤
松
議

員
は
、「
被
害
想
定
地
域
の
大

幅
拡
大
に
よ
る
新
た
な
対
策
」

な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
案
を
示

し
な
が
ら
市
の
取
り
組
み
を
た

だ
し
ま
し
た
。

津
波
浸
水
域

鎌
倉
中
心
街
全
域
に

　

質
疑
の
中
で
明
応
地
震
、
慶

長
型
地
震
の
最
大
規
模
の
津
波

発
生
で
、
浸
水
想
定
地
域
が
、

こ
れ
ま
で
の
35
自
治
町
内
会
の

地
域
か
ら
54
町
内
会
に
広
が

り
、
対
象
人
口
も
３
万
７
千
人

に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
た
避

難
訓
練
は
大
事
な
取
り
組
み
で

す
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
避

難
場
所
・
避
難
建
築
物
の
拡
大

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
学
校

区
単
位
な
ど
の
、
き
め
細
か
い

避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
を
要
望
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
海
抜
表
示
板
の
増

設
と
設
置
場
所
の
拡
大
を
要
求

し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
の
設
置
、

橋
梁
な
ど
の
安
全
対
策
を

　

沖
合
20
キ
ロ
に
設
置
さ
れ
、

波
浪
状
況
を
迅
速
に
発
信
す
る

Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
は
全
国
に
11
カ

所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
相

模
湾
に
は
未
設
置
で
す
。

　

赤
松
議
員
は
国
に
設
置
を
要

求
す
る
よ
う
提
案
し
、
市
長
も

約
束
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
管

理
の
２
１
２
の
橋
と
、
12
カ
所

の
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
点
検
や
対

策
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

10
キ
ロ
先
の
横
須
賀
港
に

浮
か
ぶ
２
つ
の
原
子
炉

　

鎌
倉
の
10
数
キ
ロ
先
に
あ
る

横
須
賀
港
。
停
泊
す
る
原
子
力

空
母
に
積
ま
れ
た
原
子
炉
２
基

の
出
力
は
、
福
島
原
発
１
号
機

に
匹
敵
す
る
40
万
ｋ
ｗ
で
す
。

　

赤
松
議
員
は
、「
３
・
11
の

大
震
災
の
時
、
大
き
な
引
き
波

が
起
こ
り
、
空
母
が
沖
に
緊
急

避
難
し
た
事
実
」「
船
底
の
着

底
ま
で
１
・
２
ｍ
し
か
な
か
っ

た
」こ
と
な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

冷
却
水
の
取
水
不
能
の
時

は
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
福
島

と
同
じ
事
故
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
福
島
の
事
故

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

立
場
を
越
え
て
、
市
民
の
生
命

を
守
る
為
、
三
浦
半
島
の
首
長

と
一
緒
に
、
原
子
力
災
害
対
策

の
強
化
を
国
・
県
に
要
求
す
べ

き
」
と
せ
ま
り
、
市
長
は
「
他

首
長
と
協
議
し
て
参
り
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

市民の願い・市政の課題を12月議会で取り上げました

主な議案など
会派別賛否

共産党 鎌倉
みらい ネット 公明党 かがやく

鎌倉 鎌無会 民主党 無所属

（４人）（４人）（４人）（３人）（３人）（３人）（２人）（５人）

明月谷におけるＫＤＤ
Ｉ携帯電話基地局建設
計画についての陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定保育施設の園児の
保護者に対する助成金
増額についての陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉市教育に関する事
務の職務権限の特例に
関する条例

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○※

鎌倉市事務分掌条例の
一部を改正する条例　
（組織の機構改革）

× ○ × ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉市下水道条例の一
部を改正する条例　
（使用料10％値上げ）

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※賛成少数で不採択　　　　◯賛成　　×反対　　△一部反対　　※一部退席

赤松正博議員

よ
り
精
密
な

放
射
能
測
定
器
購
入
へ

子
ど
も
た
ち
を
放
射
能

汚
染
か
ら
守
り
た
い

　

多
く
の
保
護
者
か
ら
「
学
校
、

保
育
園
等
、
給
食
の
食
材
検
査
を

求
め
る
」
陳
情
が
議
会
に
出
さ
れ

る
な
ど
、
今
、
放
射
能
汚
染
に
よ

る
食
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
市
議
団
は
、
公
園
や
子

ど
も
関
連
施
設
な
ど
の
空
間
放
射

能
や
食
材
の
測

定
を
行
う
よ
う

求
め
て
き
ま
し

た
。

　

市
民
の
声
を

受
け
、
鎌
倉
市

は
全
小
学
校
に
簡
易
測
定
器
を
購

入
し
、
公
立
保
育
園
・
学
校
の
食

材
検
査
を
実
施
し
、
子
ど
も
関
連

施
設
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
調
査
な

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
で
は
、
よ
り
精
度
の

高
い
放
射
能
測
定
器
を
購
入
す
る

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
設
置

場
所
は
山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
内

で
、
検
査
は
食
品
・
土
壌
も
で
き

ま
す
。
公
立
小
学
校
・
保
育
園
等

が
対
象
で
す
が
、
民
間
保
育
園
な

ど
も
対
象
に
す
る
よ
う
求
め
、
そ

の
方
向
で
市
は
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
簡
易
測
定
器
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て
は
実
施
に
む
け
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

武
田
薬
品
研
究
所

廃
液
漏
出
事
故

　

武
田
薬
品
工
業
㈱
湘
南
研
究

所
（
以
後
、「
同
研
究
所
」）
が

11
月
30
日
、
実
験
室
の
水
道
栓

の
止
め
忘
れ
に
よ
り
、
遺
伝
子

組
み
換
え
大
腸
菌
な
ど
を
含
む

廃
液
（
Ｐ
１
レ
ベ
ル
）
を
廃
液

タ
ン
ク
か
ら
、
約
１
㎥
漏
出
さ

せ
た
重
大
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
鎌
倉
・
藤
沢
両
市
へ

の
報
告
は
協
定
に
反
し
、
事
故

の
翌
日
に
な
り
ま
し
た
。

安
全
管
理
上
の
欠
陥
が
露
呈

　

12
月
21
日
、
市
議
会
・
観
光

厚
生
常
任
委
員
会
は
、
同
研
究

所
の
事
故
現
場
で
説
明
聴
取

後
、
武
田
側
の
関
係
参
考
人
の

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

問
題
は
、
①
水
道
栓
を
止
め

忘
れ
る
人
的
ミ
ス
を
防
止
す
る

対
策
が
不
十
分　

②
異
常
事
態

に
対
応
す
る
研
究
員
へ
の
連
絡

体
制
が
な
い
③
安
全
協
定
ど
お

り
に
速
や
か
に
鎌
倉
市
へ
報
告

し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
同
研

究
所
の
安
全
管
理
上
の
欠
陥
が

露
呈
し
ま
し
た
。

安
全
対
策
高
め
る

専
門
家
等
を
交
え
た
論
議
を

　

文
部
科
学
省
は
「
遺
伝
子
組

み
換
え
生
物
等
が
実
験
室
外
に

漏
出
し
た
こ
と
は
不
適
切
で
あ

り
、
以
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

無
い
よ
う
に
指
導
を
徹
底
す

る
」
と
の
見
解
を
発
表
し
ま
し

た
が
、
人
体
へ
の
危
険
性
が
高

い
病
原
菌
な
ど
が
漏
出
し
て
い

た
ら
、
市
民
に
影
響
が
及
ぶ
深

刻
な
事
故
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

今
後
、
専
門
家
な
ど
を
交
え

て
、
再
発
防
止
策
を
検
証
・
議

論
す
る
協
議
会
の
設
置
を
強
く

要
求
す
る
も
の
で
す
。

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
を

　

地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
た
い
、
誰
も
が
思
う

人
と
し
て
の
願
い
で
す
。

　

政
府
は
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
と

し
て
消
費
税
を
増
税
し
、
福
祉
を
削
減
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
は
要
支
援
１
・
２

（
軽
度
介
護
認
定
者
）
を
保
険
外
に
し
、
生
活

援
助
を
60
分
か
ら
45
分
に
削
減
。

　

さ
ら
に
要
支
援
１
・
２
の
利
用
料
を
１
割
か

ら
２
割
に
上
げ
る
、
施
設
利
用
料
も
上
が
り
、

年
収
３
２
０
万

円
以
上
は
利
用

料
値
上
げ
と
負

担
増
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
す
。

　

今
年
は
介
護

保
険
料
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
鎌
倉
市
で

も
基
本
保
険
料
が
３
８
４
０
円
か
ら
４
６
０
０

円
程
度
に
上
が
る
一
方
、
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
を
行
う
も
の

の
、
市
民
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的

改
善
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
の
悪
政
の
防
波
堤
に

市
民
生
活
を
守
る
の
が
市
の
役
割

　

一
般
質
問
で
吉
岡
議
員
は
「
保
険
料
は
年
金

か
ら
天
引
き
」
さ
れ
る
が
、「
必
要
な
介
護
は

受
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
実
態
か
ら
、
市
独
自

の
利
用
料
軽
減
や
保
険
外
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
創
設
し
、
高
齢
者
交
通
優
待
制
度
の
改
善

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
財
政
難
を
理
由
に
消
極
的
で
す
が
、

今
後
も
市
民
生
活
を
第
一
に
福
祉
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

吉岡和江議員

地
震
・
津
波
か
ら
市
民
を
守
る

迅
速
な
情
報
発
信
と
避
難
の
強
化
を
！

　

平
成
19
年
度
か
ら
４
カ

年
計
画
で
は
じ
ま
っ
た
同

工
事
で
、
市
は
工
事
の
支

障
と
な
る
埋
設
物
で
あ
る

古
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
埋

設
物
の
撤
去
費
用
・
約
４

千
万
円
の
追
加
予
算
案
を

９
月
議
会
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
提
案
説
明
の

直
前
に
な
り
、
既
に
撤
去

済
み
な
の
が
判
り
、
工
事

内
容
を
変
更
し
て
提
案
し

た
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
議
会
審
査
を
通
し

て
、
市
は
弁
護
士
や
技
術

専
門
家
の
協
力
を
得
て
、

経
過
と
問
題
点
を
ま
と

め
、
12
月
議
会
に
報
告
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

所
管
の
委
員
会
に
報
告

さ
れ
、
事
実
経
過
は
判
っ

た
も
の
の
、
３
０
０
ｍ
の

埋
設
物
を
撤
去
す
る
工
事

を
、
必
要
な
手
続
き
を
踏

ま
ず
に
進
め
て
し
ま
っ
た

真
相
は
闇
の
中
で
す
。

市
、
原
因
究
明
の

再
調
査
を
約
束

　

約
４
千
万
円
も
の
費
用

を
要
し
た
撤
去
物
は
本

来
、
原
因
者
負
担
で
す
が

本
当
に
原
因
者
が
不
明
な

の
か
。
工
事
費
に
入
れ
て

市
費
で
撤
去
す
る
こ
と
を

誰
が
決
定
し
た
の
か
な

ど
、
疑
問
は
未
解
明
の
ま

ま
で
す
。

　

委
員
会
で
、
赤
松
議
員

は
、「
問
題
点
が
解
明
さ

れ
な
け
れ
ば
、
生
き
た
再

発
防
止
に
な
ら
な
い
」
と

厳
し
く
指
摘
し
、
市
は
改

め
て
再
調
査
す
る
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。

不
明
朗
な
小
町
通
り
電
線
地
中
化
工
事


